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1．はじめに
　当病棟は、平成2年度より「化学療法併用・放射線
療法時の口内ケアについて」をテーマに、研究を続け
てきた。
　しかし、昨年の研究で、テラルビシン動脈内注入
（以下THP動注と略す）において出現する口内炎の
ほとんどは、化学療法併用・放射線療法による口腔粘
膜の欠損であり、ある一定の期間をおけば治癒すると
いう結論に至った。だが、これは含漱を施行していた
もとでの結論である。もし含漱を施行しなかったら、
二次性の感染症（口腔炎）も併発し、治癒が遅延した
のではないかという仮説があがった。
　そこで今回、二次性感染予防であるイソジンガーグ
ル含漱の殺菌効果を明確にする為に、以下の4っの目
的に沿って検討を行った。
11．研究目的
1．健者及び、治療前の患者の口腔内殺菌叢について
知る。
2．健者におけるイソジンガーグルの有効性について
知る。
3．治療中のイソジンガーグル含漱と非イソジンガー
グル含漱施行患者における、口腔内細菌叢の違いにつ
いて知る。
4．治療中のイソジンガーグル含漱と非イソジンガー
グル含漱施行患者における、出現症状の違いについて
知る。
川．研究方法
　平成5年6月より12月までに入院したTHP動注療
法併用・放射線療法を受けた患者4人と、健者4人を
対象に、口腔内細菌叢の比較をする為、次のように分
類した。
　a．健者で蒸留水含1漱（以下非イソジン群とする）
　b．健者でイソジンガーグル含漱（以下イソジン群
　　とする）
　c．治療前患者で非イソジン群
　d．治療前患者でイソジン群
　e．治療中患者で非イソジン群
　f．治療中患者でイソジン群
対象者の詳細は以下の通りである。
　a一①23才女性②21才女性
　b一②22才女性②21才女性
　c一①中咽頭癌　63才男性②舌癌41才男性
　d一①副鼻腔悪性黒色腫　48才女性
　　　②上顎歯肉癌　51才女性
　e一①、②は。①、②に同じ
　f一①、②はd①、②に同じ
　含漱方法の内容は表1のオリエンテーション用紙に
もとづいている。さらに、以下の方法で細菌培養を実
施した。
1．検体採取方法は、毎朝（土・日を除く）起床後に
生理食塩水20ccで含漱し、全量を滅菌タッパーに採取。
それに専用スワブを5秒間浸して4℃の冷蔵庫に保存
し、培養した。
2．期間は、治療開始1日前から、開始後肉眼的に炎
症症状が消失するまでとした。　（e②においては、炎
症症状消失前に手術施行となった。）
　a・b・c・dにおいては、1回のみの検体採取と
し、イソジン群と非イソジン群の細菌叢の違いを比較
した。e・fにおいては、治療の影響を受けた口腔の
状況を、菌の動態と炎症症状の変動で比較した。
IV．結果
1．対象者のそれぞれの細菌培養の結果を表にまとめ
た。　（表2参照）
　さらに、eとfについては、治療と出現菌の動態を
まとあた。　（グラフ1参照）
　（前回の研究結果より、口内炎に関連のある血中総
蛋白量と、白血球数についても同時に記載した。）
　次に、個々の患者の出現菌の中で、文献より、口腔
一一@15　一一
内感染症の原因となる可能性のある細菌の割合を、数
式を用いて表わした。　（数式と算出値は表3参照）
2．対象者の炎症症状、疹痛、食事摂取状況の関連に
ついてまとめた。　（グラフ2参照）
1）炎症症状については、表4の内容で炎症度数を設
　定し、口腔内表面積における浸潤の程度を百分率で
　示し、炎症度数とかけあわせて、個々の対象の点数
　とした。
2）鎮痛剤については、使用量のみを個々の対象の点
　数とした。　（表5参照）
3）食事については、経口摂取不可能な割合を個々の
　対象の点数とした。
　以上3項目の総得点は表6のように算出された。
3．比較
1）aとb
　①病原性を示す菌は検出されていない。
　②イソジン群、非イソジン群に検出される菌に明ら
　　かな差はない。
2）cとd
　①病原性を示す菌は治療前は認あられない。
3）eとf
　①fに比べeは鎮痛剤の使用量が多い。
　②eは炎症度の点数も高く、治癒までの期間も長い。
　③eは菌の動態においては、血中総蛋白量と白血球
　　数の変動による影響を受けにくく、常に増減を繰
　　り返し変動していく。
V．考察
1．目的1について
　両者とも常在菌のみが検出された。（表2参照）細
菌の種類、数も類似しており、治療前は疾患における
病変部位でも、健者との細菌叢の大きな違いはみられ
なかった。
2．目的2について
　健者においては、菌数・種類を比較してみても大差
はみられなかった。（表2参照）それは口腔内の自浄
作用が活発に働き、菌に対する抵抗力を保持している
からと考えられる。よって、イソジンガーグル含漱の
有効性を見いだすことはできなかった。
3．目的3について
　イソジン群では最終的に、函数の減少がみられた。
しかし非イソジン群では、口腔内感染症の原因となる
可能性のある細菌2種類を含め、5種類以上の細菌が
検出され、1種類の菌数も多く常に増減を繰り返して
いた。さらに、イソジン群においては、検出函数の増
減を示す折れ線グラフは、同じ様な波形を示している。
しかし、非イソジン群のそれらは、全く異なる波形で
示している。　（グラフ1参照）
　又、イソジン群においては、治療中に検出菌の種類
の変化がみられないが、非イソジン群では、e①が2
種類から4種類、e②が1種類から4種類というよう
に、途中から新たな細菌の検出が認められている。し
かし、検出湯中の感染原因虚数の割合は、eは両者と
もプラスの値を示しているが、f②の方がe①より高
値を示していることや、これらの値が小さすぎる為、
本当に感染に影響しているかは対象者の不足により不
明確である。
　前回の結果で仮説としてあがった、血中総蛋白質と
白血球数の関連は、e②とf①においては認められた
が、e①とf②においては全く関連性がみられず、今
回の症例では有意な結果は得られなかった。その原因
として、症例数の不足、対象の性別・性格・環境の相
違、含漱方法や含漱水の濃度の基準に幅がありすぎた
こと、比較対象であるa～dの検体採取日数の不足な
どが考えられた。
4．目的4について
　炎症度数の平均値は、イソジン群が非イソジン群の
約10分の1倍と大差を示している。さらに、鎮痛剤の
使用量も6～7分の1と大差を示している。食事摂取
状況においても、非イソジン群が両者とも経管栄養を
必要としていたにもかかわらず、イソジン群は最後ま
で経口摂取ができていた。
5．まとめ
　1～4を通して考えてみると、細菌叢及び炎症症状
においても、非イソジン群では二次性感染を強くおこ
していたと考えられる。これは同じ治療を行い、両者
とも口腔内の自浄作用が低下しているにもかかわらず、
イソジンガーグルを使用している患者においては、二
次性感染を起こしていてもその度合は低くなっており、
イソジンの殺菌作用の有効性が高いといえる。
Vl．おわりに
　口内ケアの研究も4年目となり、研究をすすめるに
つれ、裏付けの明確でないこれまでのケアに対し半信
半疑となり、場合によっては全く異なる結果が出るの
ではないかという仮説さえよぎった。しかし、今回の
ような少ない症例数においても結果を得ることができ
た。今後も、より有意な結果が得られるよう、前述の
問題点の改善をふまえ研究を続けていきたいと考える。
　今回の研究にあたり御協力して下さった皆様に、深
く感謝致します。
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表1含徽のオリエンテーション用紙
①イソジン含頓用
　（一日の日課表）
　起床時　イソジンでうがいをしましよう。
　朝食後　水色の薬でうがいをしましよう。
　昼食前　イソジンでうがいをしましよう。
　昼食後　水色の薬でうがいをしましよう。
　i　時　分　放射線照射
　i　　　　（BIF放射治療部にて）
　i　　　行く前にナースステーションに寄って、
　　　　　　カードをもらってから行ってください。
　照射後　水色のお薬を氷水でうがいしましよう。
　　　　また、氷のうを照射部にあてましょう。氷のう
　　　　と氷は、ナースステーションに取りに来て下さ
　　　　い。その際、カードを持ってきて下さい。
　夕食前　イソジンでうがいをしましよう。
　夕食後　水色の薬でうがいをしましよう。
　寝る前　イソジンでうがいをしましよう。
②蒸留水含噺用
　（一一．Bの日課表）
　起床時　蒸留水でうがいをしましよう。
　朝食後　水色の薬でうがいをしましよう。
　昼食前　蒸留水でうがいをしましよう。
　昼食後　水色の薬でうがいをしましよう。
　　　時分放射線照射
　i　　　　（BIF放射治療部にて）
　　　　行く前にナースステーションに寄って、
　　　　　カー・・一ドをもらってから行ってください。
照射後　水色のお薬を氷水でうがいしましよう。
　　　また、氷のうを照射部にあてましょう。氷のう
　　　と氷は、ナースステーションに取りに来て下さ
　　　い。その際、カードを持ってきて下さい。
夕食前　蒸留水でうがいをしましよう。
夕食後　水色の薬でうがいをしましよう。
寝る前蒸留水でうがいをしましよう。
表　2 （×los個／紹）
a b C d e f　　　　　　　　対　象
ﾛの種類 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2
Ferratia　sp 一 100．0
樒器t§驚㎝ 150 21252．7
α一
唐狽窒?　t 0．04 0．08 0．38 0．06 30 3．8 0．365745，00331．546273，81113，311
Yeas　t 0．24 0．24 0．4 0，004 0．00142 1．2 0．09206
repsiell
o㎜ie 58 16 5526．96 00．04602
Neisseria　sp0．02 1．0 0．08 20．0 0．9628 6．6962
Ehte曲derモ撃盾≠モ≠ 1900．02976，282 3928．26
Pesudomare　sp 0．14 5．6 6．2
Escherichia　celi 0．08 一 14323．14
Streproccus　sp 0，004
Stopntoceccus
≠?ｒｅＵS 0．1 12．73796
Pesud㎝mas≠?　inosa 220．0772，209
表3
〈数式〉
感染の原因菌数　感染の原因菌の検出日数
霊菌数
×
〈算出値＞
　e（D　O．016522％
　e（2）　1．699678781％
　f（1）　o％
　f（2）　O．1275102004％
全治療日数
×　100％
表4
発赤（1ヶ所）
発赤（2ヶ所）
発赤（腫脹を伴う）
1点
2点
一3点
点在する白斑一4点
被膜様白斑一5点
完全白斑　　　　6点
偽膜様白斑』7点
表5
ボルタレン25㎎一1点
ボルタレン50㎎一2点
ロキソニン1錠一2点
ロピオン5㎎一2点
表6
e①667点　　e②263点
f①35点　　f②48点
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グラフ1　細菌数の動態図
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グラフ2　炎症症状、疹痛、食事摂取状況の関連
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